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酪連だより 

39 年度県酪連取扱販売乳量について 

 39 年度において県酪連が取扱った月別出荷乳量の

実績は次のとおりでありましたが、とくに注目され

ることは、前年に比べると上期の生産量はかなり順

調な伸びを示したが、下期の 10 月以降においては漸

次生産が減退し、前年同期を割る現象となったこと

であります。 

本年度に入り、４月分の出荷乳量をみると、前年

同期をやや上廻ってきたので、一層増産意欲を高め、

計画生産がなされるよう強く希望しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月以降の乳価について 

 毎年のことながら乳価は酪農家にとってはもっと

も関心の深い切実な問題であります。 

 ところが、昭和 39 年度の本県酪農界の現状は昨年

に引続く乳価安、飼料高騰のため、酪農民は大きな

打撃をうけ、そのために生産意欲は低下し、本県農

業構造におきまして重要な地位を示しております酪

農にとってまことに優うべき状勢に立ち至ったので

あります。このことは生乳生産量の伸び率が停滞し

ておることに如実に示されております。 

 そこで県酪連は、この実情に鑑み、４月以降の本

年度乳価について本年３月上旬より生乳取引委員会

を再三開催し、この問題と真剣に取り組んだのであ

ります。その結果打開策の一つとして乳業者に対し、

阪神地区の市乳圏としての本県の特殊性を再認識し

た上で、阪神乳価と本県乳価の格差を是正されたい

旨の申し出をするとともに、本県に即した適正乳価

の決定により、酪農家の極度に低下した生産意欲を

高揚し、酪農経営の安定と本県酪農振興のため、次

の２点を強く要請したのであります。 

◎乳業者への申入れ価格 

（１）現行生産者乳価を１年を平均し、基礎を

1.875kg 当り 67 円（昭和 39 年６月以降昭和 40 年３

月迄の 3.2％平均乳価）において 10 円以上引上げる

こと。 

（２）年間を２期に分けて乳価を決定すること。 

 （イ）夏乳価 1.875kg 当り 80 円（昭和 40年４月

～９月まで） 

 （ロ）冬乳価 1.875kg 当り 75円（昭和 40 年 10

月～昭和 41 年３月まで） 

 この要求乳価に対して４月13日メーカー側より下

記のように年間４期に区分した乳価の申出があった。 

◎乳業メーカーの回答 

 これに対し県酪連は４月中旬生乳取引委員会を開

催し、メーカー側よりの回答乳価を検討した結果、

これは現状を無視したものであり、全面的にのむこ

とが出来ないとの結論に達し、さらに強く要請する

ことを決議し、文書をもって次の趣旨を再要請を行

った。 

 『メーカー側よりの申出乳価は年平均乳価僅かに

昨年実績の１円高であり、京阪神乳価との格差是正

は認められず、極めて誠意のないものであり、絶対

に許容できない。また、このまま推移するときは、

酪農民は徹底的な打撃をうけ、酪農放棄の者がさら

に続出してくるなどにより、本県酪農の前途は暗た

んたるものとなるので、前回の要望乳価の再考方と

これが実現を強く要望する。万一不測の事態が発生

してもそれは乳業者の責任である。』 

 その後も本会はこの基本線に立ってメーカー側と
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の乳価交渉を続けるとともに、県農林部長に対して、

酪農経営の安定と本県酪農振興のため県酪連の要求

乳価獲得について県の強力なる行政指導を要請した。 

 また、各会員の定期総会では、県酪連の要求乳価

貫徹のために、全面的に協力する旨の決議が行われ、

本会は強力なる会員各位との提携により強固な決意

をもって折衝を続けて行く考えであります。 

 

高等登録合格牛一覧表 

昭和 31 年以降の高等登録合格牛約 1,800 頭のうちから、各年型による優秀なものについて一覧表に取り纏め

ました。なかには全国的にもトップクラスに入るものが含まれており、御参考に供する次第です。（次号につ

づきます） 

 


